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聖   句   「互いに愛し合いなさい」 

          わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。 

          これがわたしの掟である。 

７月聖句  いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。 

                                      テサロニアの信徒への手紙 15 章 16～18 節  

                            

今年は例年並みの梅雨入りとなりました。５月の爽やかさから蒸し蒸しと湿度を感じるようになり、

雨模様が多くなってきました。しかし梅雨の合間の日差しは夏を感じさせ真夏日を迎える日も多くなっ

てきました。 

最近、夕方のＹわいクラスに携わることがあり、その時のことをお話します。年少組のＡちゃんとＢ

ちゃんは、いつも仲良く遊んでいますが、ある日Ａちゃんが持っているお人形をＢちゃんが何も言わず

にとってしまいました。そしてＡちゃんが大声で泣き出し、Ｂちゃんは泣いているＡちゃんをじっと見

ています。Ａちゃんの泣きが治まらないので保育者が少し介入しました。Ｂちゃんは、Ａちゃんの持っ

ていたお人形が欲しい、Ａちゃんはこのお人形で遊びたい状況です。それぞれの気持ちをお互いに伝え

ましたが、思いは変わらず、Ａちゃんは泣き続けています。保育者は少しその場を見守ることにすると、

周りのこどもたちが心配し様々な声掛けをしてきました。年中さんは「順番に使ったら」「他のお人形

にすれば」と声掛けをし、年長さんは他のお人形を持ってきてくれました。しかしＡちゃんは「Ｂちゃ

んの持っているお人形」が良いという思いが強く、状況は変わりません。頃合いとみて保育者は泣き続

けるＡちゃんに声をかけてその場を一緒に離れて気持ちを聞きました。結果的にはＡちゃんもＢちゃん

もとことん自分の気持ちを変えず、いわゆる「解決」はしませんでしたが、その過程での他のこどもた

ちとの関わり、様々な想いの交わり、その時のそれぞれの心持ち、そんなこども園ならではの経験がな

されました。そしてそれはこどもたちの育みに大切な意味のある過程でもありました。こども園の教育

方針「互いに愛し合いなさい」。互いに大切にすること、困っている人を助けることです。そしてもう

一つ別の意味として「赦す」ということです。「赦し」「赦されている」ことです。他者を受入れ、赦し

合うことができたとき、またほんの少し「互いに愛し合う」生き方に近づくことができるのではないで

しょうか。 

 

蒸し蒸しと、そして高温な日、こどもたちや保護者の方々の健康を留意し、雨の日降園にさせていた

だくことがあります。ご理解、ご協力の程、よろしくお願いいたします。 


